
 

 

 

■実施状況                                                  ＜令和８年８月時点＞ 

 令和７年度補正予算 令和８年度補正予算 

交付限度額 5億 9607万円     2414万円     

うち令和７年度 交付決定額 3億 4607万円（58%） ―円（―%） 

うち令和８年度 交付決定額 2億 5000万円（42%） 2414万円（100%） 

残額 0円（0%） 0円（0%） 
 
■主な事業概要 ※規模の大きい事業を最大５つ程度記載（詳細は別途実施計画をご覧ください） 

生活者支援 

◆電子地域振興券発行臨時支援事業（令和８年分）  事業費：１億４百万円（R7 補正を活用）  ※食料品特別加算を活用 

 食料費等の購入のためのプレミアム付き電子商品券を総額５億円分発行し、３０％のプレミアムを付与。 

 

◆物価高騰対策等高齢者世帯臨時支援事業  事業費：１億２百万円（R7補正を活用）  ※食料品特別加算を活用 

 ６５歳以上の市民に対し、食料品等の購入のためのギフトカード５千円分（１人につき）を配付。 

 

◆物価高騰対策等子育て世帯臨時支援事業  事業費：６千万円（R7補正を活用） 

 １８歳以下の市民に対し、学用品等の購入のための図書カード５千円分（１人につき）を配付。 

 

◆物価高騰対策住民税非課税世帯臨時支援事業  事業費：６千７百万円（R7補正を活用）  ※食料品特別加算を活用 

 住民税非課税世帯に対し、食料品等の購入のための給付金１万円（１世帯につき）を給付。 

 

 
 

事業者支援 

◆太陽光発電設備導入臨時支援事業  事業費：３千万円（R7補正を活用） 

 中小企業等のエネルギー高騰対策支援のため、太陽光発電設備を導入する市内中堅・中小企業等に対して、設備導入費用の一部（補助単価：発電力１ｋ

Ｗにつき４万円～６万円、１企業等につき補助対象上限７５ｋＷ）を補助。 

 

※事業費の全部又は一部に本交付金を充当予定
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